
  

Carbon Model Studio は、ハードウェア精度のソフトウェア・モデルの自動生成、検証、および実行に 

最適なソリューションです。Carbon Model Studio を使うことにより、シリコンチップの完成を待たずし

て、ソフトウェア開発やデバッグを開始できます。システム・アーキテクトは、Carbon Model Studio を

使うことで、アーキテクチャ解析やプロファイリングが可能になります。ソフトウェア・エンジニアは、

ハードウェア開発と平行して、組み込みソフトウェア、ファームウェア、ドライバや診断ソフトを開発、

デバッグすることができます。さらに Carbon Model はサード・パーティ・パートナーに、自分の開発し

た技術を最終デバイスに、すぐに適用できるように、安全かつ確実に提供されます。 

ＩＰモデルの早期開発 

最近のSoCでは、デザインの80％近くが既存のIPであり、それ

らは過去のプロジェクトから再利用されたものであったり、サ

ード・パーティから提供されたものであったりします。これら

のブロックは、一般的にはRTLで存在し、仮想プラットフォー

ムに用いるためのモデルが存在しません。新規開発のIP同様、

このIPのハイレベル・モデルの開発は、デザイン・チームにと

って重要な課題です。多くの開発リソースが、仮想プラットフ

ォームで動作させるためのモデルの人手による開発と、そのモ

デルの検証のために割り当てられなくてはならないからです。

Carbon Model Studio によるコンポーネントの生成 

Carbon Model Studioを用いれば、ハードウェアの人手による

モデル開発に何ヶ月も費やす必要はなくなります。Carbonで生

成したIPのモデルは、それぞれVHDLやVerilogの記述から直接

生成されます。 

Carbon Model Studioの使い易いグラフィカル・インターフェ

ースが、これらのモデルの生成を単純かつ容易にします。

Carbon Model Studio の開発環境は、デザイン・ファイルおよ

びタスク構築に関連する全てのデータを一元管理します。ソー

ス閲覧、エラー・ナビゲーション、プロジェクト・マネジメン

ト等の機能によって、モデルの問題点を容易に絞り込めるよう

になります。問題を切り分けて修正できれば、クリックひとつ

でモデルの再生成が可能になります。 

また、Carbon Model StudioはIPの異なるビルドやコンフィギ

ュレーションも扱えます。多くのデバイスには異なる特色があ

ります。例えばデバイスの中には、異なったバス幅やメモリサ

イズが可変なものがあります。最適なモデル環境のためにはそ

れぞれのケースを生成および維持できなくてはなりません。

Carbon Model Studioならば、あらゆる選択肢やパラメータを

扱うことができます。モデルに変更があったとしても、全ての

ケースをひとつのコマンドでひとつのソースから再生成する

ことができます。 

プラットフォームの統合化 

自分で選択したシステム環境の中に、自分のハードウェ

ア・モデルが使えることは重要です。Carbon Model 

Studio はあらゆるシステム・シミュレーション・プラ

ットフォームをサポートできるように設計されていま

すので、個々のプラットフォームに適したモデルを開発

する必要がありません。Carbon Model Studio は、ピン・

サイクルレベルのRTLからESL環境のトランザクション

レベル・インターフェースまで、ドラッグ＆ドロップに

よるマッピング機能を提供します。 

その結果、モデルには解析やデバッグに必要な精度とシ

ステム環境からのアクセスに要求されるインターフェ

ースが備わります。Carbon Model Studioの現在統合化

されたプラットフォームには、Carbon SoC Designer 

(旧ARM® RealView® SoC Designer)、CoWare® Platform 

Architect、およびOSCI SystemC™ があります。 
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ひとつのモデルで幅広く対応 

Carbon Model Studioの豊富なプラットフォームの統合化によっ

て、あらゆる開発環境にCarbon Modelを幅広く適応できます。ソ

フトウェア・エンジニアは、プログラミングのために、デバイス

のデータブックの画面に集中することができます。アーキテクト

は、バス、インターフェース、トランザクションにアクセスでき

ます。ハードウェア・エンジニアには、波形ダンプを含むRTLの

内部観測性と完全なデバッガビリティが可能になります。なぜな

ら、モデル自体が共通であるため、さまざまな環境の移植に伴う

問題に煩わされることなく、チーム全員で本来の問題解決に注力

できるからです。 

CARBON DESIGN SYSTEMS 社について 

Carbon社は、Verilog® やVHDLおよびその両方から

生成されるソフトウェア・モデルの自動生成、検

証および配布ツールのリーディング・サプライヤ

です。Carbon社のツールを使用すれば、既存のIP

をアーキテクチャ解析やハードウェア・ソフトウ

ェア協調検証に活用することができます。これは、

ハードウェア・ソフトウェアの統合化を加速する

ことで、システムの早期立ち上げを実現する鍵と

なります。 

First pass silicon, First pass software 
First pass system success  
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パフォーマンス・プロファイリングも同様に厳しい精度が要求さ

れます。トランザクション・レイテンシーのようなクリティカル

な項目を測定したり、クリティカルなコード中のタイト・ループ

を解析したりする場合、どんなに小さくとも非効率なことは時間

とともに累積していきます。小さなボトルネックに見えることで

も、パフォーマンスのゴールに向かう上では大きな弊害になり得

ます。デバイスを製造工程に送り出すとき、あらゆるターゲット

への対応がなされていると確信できている必要があります。

Carbon Model Studioによって生成されインプリメントされた高

精度モデルは、正確なプロファイリングやアーキテクチャ解析を

実行する上で必要となる精度を提供します。 

一方、Carbon Model Studioで生成されたハードウェア精度のモ

デルを使用してソフトウェアを開発すれば、そのモデルが実際の

ハードウェアに適合していることを確信できます。そのモデルは

実際のハードウェアと違ってブラックボックスではないので、デ

バッグのスループットが向上します。開発者はデバイス内外の正

確な動作を見ることができ、この観測性によって、従来の推測作

業によるデバッグをする必要がなくなります。ハードウェアが最

終的に実験室で利用できるようになったとき、実際に実装された

モデルを使って既に検証されたソフトウェアであるため、想定外

の問題に煩わされることはなくなります。 

システムの早期立ち上げ 

高精度なモデルを持つことはプロジェクトの成功に不可欠です。

ソフトウェア・チームが、ハードウェア・デバイスの人手開発の

抽象モデル上で、ソフトウェア開発をすることがしばしばありま

す。その後、ソフトウェアが実験室の実際のハードウェア上で動

くようになると、いくつものバグが露呈します。こうしたバグは

実際のハードウェアと異なる開発環境からくる結果と言えるで

しょう。その結果、実験室では限られたリソースと限られた観測

性でのデバッグに長い時間を費やさなくてはならなくなります。
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